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夢
を
語
り
あ
え
る
公
務
公
共
を
取
り
戻
そ
う
！

　
滋
賀
自
治
労
連
は
、4
月
　
日
に
滋
賀
県

市
町
振
興
課
へ
、
5
月   

日
に
滋
賀
県
市

長
会
と
滋
賀
県
町
村
会
へ
「
　
春
闘
統
一

要
請
書
」
を
提
出
し
、
要
請
と
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
春
闘
を

起
点
に
夏
季
闘
争
（
人
事
院
勧
告
）
へ
と

運
動
を
つ
な
ぎ
、
勧
告
後
の
秋
季
年
末
確

定
闘
争
で
の
職
場
要
求
の
前
進
を
め
ざ
す

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
例
年
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。今
年
は
、お
も
に
緊
急
勧
告（
コ

ラ
ム
参
照
）
の
必
要
性
と
社
会
的
大
義
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
支
給
に

向
け
た
地
方
自
治
法
の
改
正
、
地
域
手
当

を
は
じ
め
と
し
た
給
与
制
度
全
体
の
大
幅

な
改
変
が
見
込
ま
れ
る
給
与
制
度
の
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
職
場
の

声
、
地
域
の
声
を
届
け
な
が
ら
要
請
と
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
疫

学
上
の
分
類
が
2
類
か
ら
5
類
へ
と
移
行

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
病
原
性
や
感
染
力

な
ど
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
よ
り

危
険
な
変
異
株
が
い
つ
発
生
す
る
か
も
分

か
ら
な
い
こ
と
も
ふ
ま
え
、
引
き
続
き
職

員
を
守
る
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
継
続

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。
と

り
わ
け
、
会
計
年
度
任
用
職
員
な
ど
非
常

勤
職
員
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
自
治

体
で
病
気
休
暇
が
無
給
と
な
っ
て
い
る
問

題
を
指
摘
し
、
そ
の
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

　
以
下
、
お
も
な
や
り
と
り
を
報
告
し

ま
す
。

　公務員は、労働基本権の一部が制約され、特
に争議権がはく奪され、ストライキを行えませ
ん。この代償として国に人事院を設置し、都道
府県や政令市などには人事委員会が設置され、
職員の給与、勤務時間その他勤務条件に関する
基礎事項を調査し、必要に応じて報告、勧告を
行うことで、労働基本権制約の代償措置となっ
ていると歴代政権は ILO（国際労働機関）など
に説明しています。
　国家公務員法28条第1項は「この法律及び
他の法律に基づいて定められる職員の給与、勤
務時間その他勤務条件に関する基礎事項は、国
会により社会一般の情勢に適応するように、随
時これを変更することができる。その変更に関
しては、人事院においてこれを勧告することを

物価高騰に伴う人事院の
　　緊急勧告ってどういうことですか？

怠つてはならない。」となっており、第２項で
は「人事院は、毎年、少くとも一回、俸給表が
適当であるかどうかについて国会及び内閣に同
時に報告しなければならない。給与を決定する
諸条件の変化により、俸給表に定める給与を百
分の五以上増減する必要が生じたと認められる
ときは、人事院は、その報告にあわせて、国会
及び内閣に適当な勧告をしなければならない。」
と決められています。また、同法64条2項で
は「俸給表は、生計費、民間における賃金その
他人事院の決定する適当な事情を考慮して定め
られ、かつ、等級ごとに明確な俸給額の幅を定
めていなければならない。」としており、生計
費は給与決定にあたって最も重視されなければ
ならない項目です。

今
よ
り
も
っ
と
生
き
生
き
と
働
け
る
職
場

　
滋
賀
自
治
労
連
は
、
知
事
宛
の
「
県
民

と
自
治
体
職
員
の
い
の
ち
健
康
、
暮
ら
し

を
守
る
た
め
の
要
請
書
」
を
提
出
し
、
市

町
振
興
課
の
田
中
課
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
5

類
へ
の
引
き
下
げ
と
長
引
く
異
常
な
物
価

高
騰
は
じ
め
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤

勉
手
当
に
係
る
地
方
自
治
法
の
改
正
や
、

公
務
員
給
与
制
度
の
大
幅
な
改
変
が
予
想

さ
れ
る
「
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」

な
ど
重
要
課
題
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
例
年
よ
り
も
時
間
を
割
い
て
要
請

と
懇
談
、
情
報
交
流
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
課
長
か
ら
は
、「
職
員
の
賃
金
・
労
働
条

件
は
各
団
体
が
自
主
的
・
主
体
的
に
決
定

す
べ
き
も
の
」「
必
要
な
助
言
や
情
報
提
供

を
行
う
こ
と
が
当
課
の
役
割
」
と
し
つ
つ

も
、
昨
今
の
公
務
部
門
で
の
深
刻
な
人
材

不
足
に
つ
い
て
は
、「
国
に
お
い
て
も
同
じ

よ
う
な
課
題
が
あ
る
」
と
問
題
意
識
を
共

有
。
今
夏
の
勧
告
で
一
定
の
骨
子
が
示
さ

れ
る
見
込
み
の
地
域
手
当
も
含
め
て
、
職

員
が
働
き
が
い
や
誇
り
を
実
感
し
な
が
ら

生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
、
若
い
人

た
ち
が
魅
力
を
感
じ
て
応
募
を
し
て
く
る

よ
う
な
職
場
環
境
を
整
備
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
認
識
を

一
定
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

滋
賀
県
市
町
振
興
課

滋
賀
県
市
長
会

滋
賀
県
町
村
会

　人事院は毎年 4 月下旬から 6 月にかけて、
全国の地方人事委員会と共同して職種別民間
給与実態調査（民調）を行い、その結果に基
づいて 8 月上旬ごろに人事院報告及び勧告を
行っていますが、これは「毎年少なくとも一
回」という国公法の最低要件を満たしている
だけで、「社会一般の情勢に適応するよう、
随時これを変更することができる」「その変
更に関しては、人事院においてこれを勧告す
ることを怠つてはならない」という規定から
すれば、今回のような物価高騰があれば、引
き上げの勧告を行えることは当然ですし、
5％以上賃上げが必要であれば賃上げの勧告
が義務付けられています。

　直近では、2009年5月にリーマンショッ
クによる金融不況をうけて、民間企業の夏の
ボーナスが下がる見通しということで、一時
金の月数を引き下げる緊急勧告を行いまし
た。夏にも解散総選挙が必至となり、追い込
まれた当時の麻生内閣が人事院に圧力をかけ
て出させた勧告ともいわれており、通常の民
調に先立って夏季一時金の支給予定月数を特
別調査し、夏期一時金支給月数を引き下げる
という緊急勧告を実際に行っています。
　物価高騰は数ヶ月連続で起きているもの
で、民間企業ではインフレ手当支給なども
行われており、今こそ特別調査を実施し、
公務部門でも速やかな賃上げ勧告を実施す
べきです。
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5
月
　
日
の
市
長
会
へ
の
要
請
で
は
、

明
石
事
務
局
長
と
田
村
次
長
が
対
応
し
ま

し
た
。
ま
ず
物
価
高
騰
へ
の
対
抗
軸
と
し

て
自
治
労
連
が
掲
げ
て
い
る
「
緊
急
勧
告
」

に
つ
い
て
は
、「
現
時
点
で
市
長
会
の
な

か
で
、
こ
う
い
う
議
論
は
な
い
」
と
し
つ

つ
、「
公
務
の
給
与
は
周
回
遅
れ
な
の
で

民
間
と
の
差
が
あ
る
」
と
認
識
を
共
有
。

ま
た
地
域
手
当
に
つ
い
て
は
、「
県
内
の

市
か
ら
県
庁
や
京
都
・
大
阪
方
面
へ
と
人

材
が
流
失
し
、
民
間
と
も
競
合
す
る
」「
介

護
師
や
看
護
師
の
報
酬
に
も
反
映
さ
れ
る

の
で
地
域
の
民
間
に
も
波
及
し
、
結
果
と

し
て
地
域
全
体
の
賃
金
水
準
が
公
務
を
含

め
低
い
状
態
で
固
定
化
さ
れ
る
」「
課
題

と
し
て
全
国
市
長
会
へ
見
直
し
を
求
め
意

見
を
上
げ
て
い
る
」
と
し
ま
し
た
。
と
く

に
若
い
人
た
ち
や
専
門
職
に
と
っ
て
公
務

の
魅
力
が
後
退
し
て
い
る
要
因
の
一
つ
と

し
て
問
題
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
自
治
体

運
営
の
課
題
に
つ
い
て
は
、「
コ
ロ
ナ
禍

3
年
の
弊
害
と
し
て
、
対
人
経
験
が
不
足

し
て
い
る
世
代
を
迎
え
る
課
題
も
あ
り
、

対
応
で
き
る
よ
う
人
材
育
成
を
す
す
め
る

こ
と
が
大
切
」
と
し
ま
し
た
。

　
町
村
会
へ
の
要
請
で
は
、
猪
飼
事
務
局

長
が
対
応
。
滋
賀
自
治
労
連
は
、
地
域
手

当
の
矛
盾
が
町
か
ら
県
な
ど
へ
の
人
材
流

失
を
引
き
起
こ
す
ば
か
り
か
、
同
じ
自
治

体
内
で
さ
え
慢
性
的
な
過
重
労
働
に
対
す

る
ス
ト
レ
ス
な
ど
か
ら
常
勤
職
員
を
退
職

し
、
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
と
転
向
す
る

事
例
が
増
え
て
い
る
実
態
も
示
し
、
職
場

崩
壊
へ
の
対
策
を
町
村
会
と
し
て
６
町
一

体
で
取
り
組
む
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
猪
飼
事
務
局
長
は
、「
せ
っ
か
く
育
て
一

人
前
に
な
っ
た
職
員
が
県
や
市
に
流
れ
る
。

町
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
だ
。
特
に
専
門

職
は
深
刻
で
、
土
木
な
ど
募
集
を
か
け
て

も
応
募
さ
え
な
い
。
全
国
町
村
会
で
も
国

に
意
見
を
上
げ
て
い
る
」
と
、
問
題
性
を

共
有
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、5
月
8
日
以
降
の
コ
ロ
ナ
対
応

を
め
ぐ
る
特
休
や
職
免
の
廃
止
に
つ
い
て

も
、
滋
賀
自
治
労
連
は
、
少
な
く
と
も
医

療
・
公
衆
衛
生
や
福
祉
職
場
は
じ
め
各
課

窓
口
な
ど
住
民
と
の
接
触
が
日
常
的
に
避

け
ら
れ
な
い
職
場
で
は
、
自
治
体
独
自
の

対
策
や
配
慮
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
要
請

し
ま
し
た
。
特
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
病
気
休
暇
を
無
給
か
ら
有
給
に
改
め
な

け
れ
ば
、
罹
患
し
て
い
る
こ
と
を
隠
し
て

出
勤
し
、
職
場
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
す

る
な
ど
最
悪
の
事
態
も
想
定
さ
れ
る
こ
と

を
指
摘
。「
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
そ
う
い
う

問
題
は
あ
り
ま
す
ね
」
と
問
題
意
識
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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効
果
な
し
。…

…

に
水

      

コ
ロ
ン
ブ
ス
は
立
て
た

      …
…

物
と
は
無
く
し
た
物 

      

舟
を
漕
ぐ
道
具
で
す

      

夢
を
食
べ
る
伝
説
の
動
物

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

１
　
出
生
時
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　
　
ト
が
あ
っ
た…

…

世
代

４
　
徳
川
秀
忠
の
父
の
名
は

7
　
足
の
裏
に
あ
り
ま
す

9

　

ボ
ー
ル
や
玉
の
仲
間

　

　
ス
テ
ッ
キ
で
す 

　
　
　 

　
　
写
実
的
。…

…

な
映
像
　

　   

桃
太
郎
の
家
来

    

　1
1
8
5
年
？
1
1
9
2
年

　
　

？  …
…

幕
府
の
成
立

   

　
反
対
語
は
「
無
形
」

　
　
目
に
見
え
る
範
囲

   

　
早
乙
女
は
こ
れ
を
す
る
人

　
　…

…

称
、…

…

唱
　

      …
…

際
、…

…

口
　
　

   

　
昭
和
の
時
代
、
道
端
で
子

　
　
ど
も
が
群
が
り
ま
し
た

   

　
ト
ー
タ
ル
で
す

   

　
ス
ギ
ナ
と…

…

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

1
　
断
崖…

…

に
立
つ

2
　…

…

一
升
に
金
一
升

3
　
フ
ラ
ン
ス
に
行
く
こ
と

4
　…

…

半
島
は
静
岡
県
で
、

　
　 …

…

諸
島
は
東
京
都

5
　「
坊
ち
ゃ
ん
」
に
登
場
す

　
　
る
数
学
教
師
の
あ
だ
名

6
　
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
は 

　
　…

…

満
点

8
　
料
理
す
る
時
に
着
け
ま
す

　
　
地
球
表
面
の
お
よ
そ
３
割

      

１
９
６
４
年
の
東
京
五
輪

　
　
で
正
式
種
目
に

　
　
米
国
の
観
光
地
と
い
え
ば

   

　…
…

に
は…

…

が
あ
る 
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▶ WEBで
簡単応募が
できます

（
一
次
締
切
）
6
月
　
日
（
木
）

（
二
次
締
切
）
6
月
　
日
（
金
）

　
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
。（
一
次
締

切
日
を
過
ぎ
て
郵
送
さ
れ
た
方

に
も
当
選
権
あ
り
。
二
次
締
切

当
選
者
は
翌
々
月
号
に
発
表
）

《
前
号
ま
ち
が
い
さ
が
し
の
答
え
》 

①
吹
き
流
し
の
模
様  

②
上
の
こ

い
の
ぼ
り
の
尾
ひ
れ  

③
下
の
こ

い
の
ぼ
り
の
胸
び
れ 

④
下
の
こ

い
の
ぼ
り
の
目 

⑤
左
端
の
人
の

帽
子 

⑥
中
央
の
人
が
持
つ
菓
子  

⑦
右
端
の
花

《
３
３
９
号（
二
次
締
切
）当
選
者
3
名 

》

横
井
　
克
彦
様   

（
大
津
市
労
連
）

佐
伯
　
悦
子
様    （
滋
賀
県
職
）

野
坂
　
明
子
様  （
滋
賀
県
職
）

《
３
４
０
号（
二
次
締
切
）当
選
者
3
名 

》

近
森
　
美
穂
様
（
大
津
市
労
連
）

岡
村
　
弥
生
様  （
日
野
町
職
労
）

井
川
　
裕
子
様  （
豊
郷
町
職
労
）

【
応
募
方
法
】

　
W
E
B
・ハ
ガ
キ
又
は
F
A
X

で
。答
え
、住
所
、氏
名
、単
組
名
、

職
場
の
で
き
ご
と
、
話
題
、
家
族

の
た
よ
り
な
ど
、
ひ
と
こ
と
お

書
き
く
だ
さ
い
。（
匿
名
不
可
）

【
送
り
先
】

〒
５
２
０̶

０
０
５
１

大
津
市
梅
林
一
丁
目
３ ̶

こ
う
ぜ
ん
ビ
ル
１
F

　

滋
賀
県

自
治
体
労
働
組
合
総
連
合

F
A
X
０
７
７（
５
２
７
）５
５
２
２

30

1530

く ら し と 統 計

　◎
こ
の
4
月
か
ら
、任
期
付
職

員
と
し
て
３
年
間
勤
務
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
組
合
に

も
加
入
し
ま
し
た
。
３
年
間
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

          

　
A.
N   

滋
賀
県
職

　◎
新
規
採
用
の
み
な
さ
ん
、
よ
う

こ
そ
！
長
く
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

若
い
人
の
意
見
や
考
え
が
と
て
も
フ

レ
ッ
シ
ュ
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
世
代
を
超
え
て
い
ろ
ん
な
意
見

が
聞
き
た
い
で
す
。
一
緒
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

             

　
A.
Y   

滋
賀
県
職

　◎
私
に
は
子
ど
も
が
４
人
い
ま

す
。
新
年
度
を
迎
え
、
高
校
生
を

筆
頭
に
、中
学
、小
学
、保
育
園
と
、

４
箇
所
を
網
羅
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
と
共
存
と
な
り
、

活
動
も
戻
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
子

ど
も
達
の
予
定
が
多
く
、
す
で
に

頭
が
追
い
つ
き
ま
せ
ん…

。
し
か

し
、
以
前
の
よ
う
に
活
動
が
再
開

し
つ
つ
あ
り
、
対
策
を
し
な
が
ら

も
、
子
ど
も
達
に
は
今
し
か
で
き

な
い
体
験
を
沢
山
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　       

　 

E
.
S
　 

滋
賀
県
職

　◎
新
学
期
が
始
ま
り
、
元
気

な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
学
校
中

に
響
い
て
い
ま
す
。「
ご
ち
そ
う

さ
ま
」「
美
味
し
か
っ
た
」と
言
っ

て
く
れ
ま
す
。
明
日
も
が
ん
ば

ろ
う
と
と
て
も
一
言
に
い
や
さ

れ
ま
す
。

　         

Y.
O
　 

日
野
町
職
労

　

暮らし
「ゆとりない」６割

　
5
月
1
日
、
第
　
回
滋
賀

県
民
メ
ー
デ
ー
が
、
大
津
、
甲

賀
、
守
山
・
野
洲
、
近
江
八
幡
、

日
野
、
彦
根
、
湖
北
、
高
島
の

県
内
８
会
場
で
開
催
さ
れ
、
県

全
体
で
約
5
0
0
人
、大
津
市

膳
所
城
跡
公
園
で
開
催
さ
れ
た

中
央
メ
ー
デ
ー
に
は
約
2
5
0

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

【
問
題
】
A
〜
F
を
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

 1927

大
津
メ
ー
デ
ー

命と暮らし、平和を守ろう！
8時間働けば普通に暮らせる社会めざそう！！

2022252426
　全体の６割の人が、１年前と比べて
「暮らしにゆとりがなくなってきた」と
回答。日本銀行がこのほど発表した「生
活意識に関するアンケート調査」の結果
で、リーマンショック後の２０１０年３
月以来の高水準といわれます。
　調査は全国の20歳以上を対象に年４
回実施。今回は今年２～３月に行い、約
２千人から回答を得ました。１年前と比べた暮らし向きを尋ねた
ところ、「ゆとりがなくなってきた」は56.０％に上昇し、「ゆと
りが出てきた」はわずか３.８％に過ぎませんでした。
　ゆとりがなくなってきた理由（複数回答）を聞くと、１位は
「物価が上がったから」で、過去最高の90.４％。次いで「給与
や事業などの収入が減ったから」   （37.１％）でした。歴史的な
物価上昇と収入減のダブルパンチ。これでは、ゆとりある生活は
夢のまた夢です。
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オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は

世
界
を
旅
し
て
演
奏
し
て
い
る
楽
団

「
ピ
エ
モ
ン
テ
ル
ノ
」の
3
人
が
登
場
。

歌
、
ギ
タ
ー
、
チ
ュ
ー
バ
な
ど
で
会

場
を
一
気
に
華
や
か
に
、
賑
や
か
に

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
　

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
、
岡
本
恭

治
実
行
委
員
長
（
滋
賀
県
労
連
議
長
）

が
　
春
闘
の
到
達
に
触
れ
、
物
価
高

騰
か
ら
暮
ら
し
を
守
る
賃
上
げ
が

待
っ
た
ナ
シ
で
あ
る
こ
と
、
岸
田
政

権
の
大
軍
拡
・
増
税
路
線
を
批
判
し
、

94

命
と
暮
ら
し
を
守
る
政
策
へ
の
大
転

換
を
訴
え
ま
し
た
。

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
明
る
い
滋

賀
県
政
を
つ
く
る
会
の
近
藤
公
人
代

表
、
日
本
共
産
党
滋
賀
県
委
員
会
の

石
黒
良
治
委
員
長
、
社
会
民
主
党
滋

賀
県
連
合
の
小
坂
淑
子
代
表
、
市
民

の
会
し
が
の
斎
藤
敏
康
代
表
か
ら
い

た
だ
き
、
滋
賀
県
生
活
協
同
組
合
連

合
会
の
森
井
徹
専
務
理
事
、
近
畿
労

働
金
庫
の
川
瀬
美
智
子
滋
賀
地
区
本

部
長
、
滋
賀
県
生
活
と
健
康
を
守
る

会
連
合
会
の
稲
森
善
稔
会
長
に
列
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
三
日
月

大
造
滋
賀
県
知
事
、
佐
藤
健
司
大
津

市
長
、
立
憲
民
主
党
滋
賀
県
総
支
部

連
合
の
徳
永
久
志
代
表
か
ら
は
激
励

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク
に
は
7
団

体
が
参
加
し
、医
労
連
、年
金
者
組
合
、

生
健
会
、
滋
商
連
、
平
和
委
員
会
、

国
民
救
援
会
、
民
医
連
か
ら
こ
の
間

の
取
り
組
み
と
課
題
が
話
さ
れ
、
力

強
い
連
帯
と
共
感
の
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。
今
回
は
郵
政
産
業
労

働
者
ユ
ニ
オ
ン
の
新
た
な
仲
間
も
加

わ
り
、
メ
ー
デ
ー
宣
言
は
満
場
の
拍

手
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
杉
本
高
副
実
行
委
員
長
（
滋
賀
県
労

連
副
議
長
、
滋
賀
自
治
労
連
委
員
長
）

の
閉
会
挨
拶
と
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集

会
を
成
功
裏
に
締
め
括
っ
た
参
加
者
た

ち
は
、「
賃
金
を
上
げ
ろ
」「
生
活
を
守

れ
」
な
ど
切
実
な
要
求
を
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
O
h
！

M
e
大
津
テ
ラ

ス
ま
で
約
2
キ

ロ
を
デ
モ
行
進

し
ま
し
た
。
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　 大 津 メ ー デ ー

　 甲 賀 ・ 湖 南 メ ー デ ー

　 彦 根 メ ー デ ー

短時間勤務会計年度任用職員に
勤勉手当を支給可能にする法改正が成立‼
しっかりと単組要求・交渉を行い制度化させよう。
　会計年度任用職員制度が導入されて以来の課題となっている、
勤勉手当支給を可能とする地方自治法の改正案が 4 月 26 日の
参議院本会議で可決・成立し、5月6日付で公布されました。
フルタイム会計任用職員については、法改正前でも支給可能で
したが、総務省の事務処理マニュアルで「支給しないことを原
則とする」とされていることから支給されてきませんでしたが、
今回の法改正を受けてこの事務処理マニュアルも改正されるこ
とになります。
　現在支給されている期末手当でも、県や大津市、近江八幡市
では年間 2.55 月分支給されていますが、県内のほとんどの市
町では 2.4 月分しか支給されていません。また、全国には再任
用職員と同じ 1.35 月分しか支給していない自治体も存在しま
す。まずは、勤勉手当を正規職員同様の月数で支給させること
を要求しましょう。そのためにも、現場の当事者である会計年
度任用職員のみなさんが当事者として、主体的に運動に参加し
て声を上げていくことが何よりも大切です。滋賀自治労連は引
き続き、この運動を全力で推進し、現場のみなさんをサポート
します。悩まず、抱え込まず、お気軽に滋賀自治労連までご相
談ください。やりがいと誇りを持ち、生き生きと働き続けられ
る職場を一緒につくっていきましょう。


